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　最近、「ウェルビーイング」という言葉をよく見かける。
　この言葉自体は新しいものではなく、1946年に設立された世界保健機関

（WHO）の憲章に初めて登場している。ここでは、憲章における「（広い意
味での）健康の定義」のなかで使われた単語で、直訳すると、「良好な状態」
だが、最近は「満たされた状態」と訳されることが多いようである。

　幸せを表す英語に「ハピネス」もあるが、「ウェルビーイング」は、狭い
意味での心身の健康だけではなく、心の豊かな状態である幸福と、社会の良
好な状態をつくる福祉を合わせた、心と体と社会のよい状態が「ウェルビー
イング」だとしている。一方、ハピネスは「楽しい」「嬉しい」など幸せの
感情の一部を表すものなのでニュアンスが異なる。

　本書では、「ウェルビーイング」について網羅的に解説され、著者の前野
夫妻が10年以上前から本格的に大学で研究をされてきた「ウェルビーイング」
について、基本的知識をわかりやすく解説している。研究者として、また、
ビジネスの推進者として活躍する前野夫妻が、対話しながら書き上げられて
おり、単なる解説にとどまらず、未来への提言もあり、「ウェルビーイング」
の基本からを知ることができる一冊である。

　SDGsの３番目の目標に、「Good Health and Well-Being」（すべての人に
健康と福祉を）がある（ここではウェルビーイングは福祉と訳されている）。
この扱いからすると、ウェルビーイングはSDGsの一部とみることもできる
が、実際は、SDGsの各目標は、人類に限らず地球上のすべての生物がより
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学長賞

●商学科１年　　　　森本都生　　「くるっぱクリップボード」
私のアイディアは既存のクリップボードに新しいアイディアを追加したものです。既存のクリップ
ボードは紙を裏返す際、クリップから紙を外し裏返さないといけません。そのため必ず両手を使わ
ないといけず、さらにクリップを外す時、下に重ねてあった紙がズレたり落ちたりします。私のア
イディアはクリップが180度回転します。回転することにより、片手で素早く紙をクリップから外
さずに裏返すことが出来ます。これにより紙を気軽に両面使用することもでき、SDGsにも繋がり
ます。

副学長賞 ●公共学科２年　　　田中　翔　　「らくらくお薬ばこ」

東大阪商工会議所
会頭賞 ●商学科２年　　　　阪口遥海　　「占いペン」

NPO法人
東大阪地域活性化
支援機構理事長賞

●商学科３年　　　　有賀勇真　　「谷岡記念館レトロ喫茶」

審査員特別賞
●経済学科３年　　　永井柚帆　　「脱げない、痛くない、邪魔しないヒールカバー」
●商学科２年　　　　阪口遥海　　「すっぽりin（スッポリン）」
●公共学科１年　　　山口赳留　　「肘置き＆ボトル洗剤収納型バスチェア」

企業賞 ●経営学科１年　　　飯田朝陽　　「3way踏み台BOX」

オーディエンス賞 ●商学科２年　　　　阪口遥海　　「すっぽりin（スッポリン）」
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よく生きるためにあるので、17あるSDGs目標全体を包括する上位概念とと
らえる方が良いと言われている。

　また、産業面においても、多数の企業や経営者が「ウェルビーイング」の
考え方を取り入れた企業経営を行っており、そこでは、「近江商人の三方よ
し」に通じるものがあり、「自分よし、お客様よし、社会よし」という総合
的な視点が共通している。そして、この考え方は産業面にとどまらず、地域
活性化を目的とした自治体の取り組みや、さらには、夫婦関係など家庭でも
同じことが言えるとされている。今後さらに、「ものづくり（製造業）」「こ
とづくり（サービス業）」「人づくり（教育）」「家庭づくり」「町づくり」など、
広い意味での「ウェルビーイング産業」が大きく進展すると思われる。

　現代はVUCAの時代といわれ、もともと先の見えない変動期といわれてい
たところに、新型コロナによってさらに先が読めなくなっている。今後、大
きな時代変化が進む中で、「ウェルビーイング」の時代へと動いて行き、私
たちの人生、働き方、組織運営の在り方、そして社会を劇的に変える「ウェ
ルビーイング」に関する知識は、これからを生きるすべての人に取って必要
になっていくのであろう。

　第１章　ウェルビーイングとは何か
　第２章　社会とウェルビーイング
　第３章　ウェルビーイングの研究
　第４章　経営とウェルビーイング
　第５章　地域・家庭とウェルビーイング
　第６章　幸福度の計測・向上事例
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　商業の授業で「働く理由」について生徒とよく話す。教科書的な答えとし
ては「生活維持・自己実現・社会貢献」の３つなのだろうが、実はこのバラ
ンスを取ることは難しい。加えて昨今は「ワーク・ライフ・バランス」、つ
まり働かない時間とのバランスをどう取るかも大切になった。いずれにして
も、日々の生活の中で仕事が大きな意味を持っているのは確かで、だからこ
そ我々は仕事に悩み、行き詰まり、考える。

　本書はいわゆるビジネス書ではなく、小説である。ここで小説を紹介して
よいのか迷ったが、読後にじんわりと「働くって、いいな」と思えるこの感
覚をぜひ皆さんと共有したいと思い、選ぶことにした。

　五つの章からなる短編集で、それぞれ設定も主人公も異なるが、共通する
場所および人物として、地域のコミュニティハウス内の図書室と、そこで働
く司書の「小町さゆり」が出てくる。
　各章の主人公は以下の通りである。
　一章：朋香（スーパーの婦人服売り場で働く21歳）
　二章：諒（家具メーカーの経理部で働く35歳）
　三章：夏美（元雑誌編集者、育児をしながら働く40歳）
　四章：浩弥（無職、30歳）
　五章：正雄（定年退職したばかりの65歳）
　５人はみな仕事にまつわる違和感や不満・不安を何かしら抱えながら生き
ている。朋香は田舎から東京に出てきたものの今の仕事にやりがいを見いだ
せず、諒はいつか起業したいという夢を持ちながら踏み出せないでいる。夏
美は雑誌編集の仕事に懸命に取り組んでいたが、産休・育休を経て復職する
と他部署に異動となり悶々としている。浩弥はデザインを学んだが就職に失

「お探し物は図書室まで」
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